
2024.２　第350号 （公財）群 馬 県 交 通 安 全 協 会
群馬県交通安全活動推進センター

第13回高齢者交通事故防止ポスターコンクール入選作品（県安協理事長賞）　木　村　和　雄 さん（高　崎）

毎
月
15
日
は　

自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
デ
ー

毎
月
１
日
は　

県

民

交

通

安

全

日

毎
月
25
日
は　

高
齢
者
交
通
安
全
日

急
い
で
る　

焦
る
気
持
ち
が　

事
故
を
呼
ぶ
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一
一
月
九
日（
木
）、
前
橋
市
内
群
馬
会
館

に
お
い
て
、
来
賓
多
数
の
御
臨
席
の
下
、
県

下
各
地
区
女
性
部
役
員
等
二
五
〇
名
が
出
席

し
、「
第
四
二
回
群
馬
県
交
通
安
全
協
会
女
性

部
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
交
通
事
故
犠
牲
者
を
追
悼

す
る
黙
祷
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
県

警
本
部
長
、
県
安
協
理
事
長
か
ら
交
通
安
全

功
労
団
体
、
交
通
安
全
功
労
者
に
対
す
る
表

彰
と
、
県
安
協
理
事
長
か
ら
高
齢
者
交
通
事

故
防
止
活
動
功
労
団
体
に
対
す
る
表
彰
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
来
賓
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
高
崎
・
渋
川
・
富
岡
交
通
安

全
協
会
女
性
部
及
び
講
師
団
の
平
素
活
動
に

つ
い
て
の
事
例
発
表
と
、「
効
果
的
な
交
通
安

全
機
材
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
」本
田
技
研
工

業(

株)

阿
部
英
典
氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
今
後
の
女
性
部
活
動
の

参
考
に
な
る
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

◇
表　

彰
（
敬
称
略
）

県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
理
事

長
連
名
表
彰

　

○
交
通
安
全
功
労
団
体

　
　

高
崎
交
通
安
全
協
会
女
性
部

　

○
交
通
安
全
功
労
者

　
　

渋
川
交
通
安
全
協
会
女
性
部

　
　

板
橋　

一
江　

外
四
〇
名

　

○
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
活
動
功
労
団
体

　
　

最
優
秀  

高
崎
安
協
女
性
部

　
　

優　

秀  

前
橋
安
協
女
性
部

　
　

優　

良

安
中
安
協
女
性
部

　
　

優　

良  

太
田
安
協
女
性
部

第
四
二
回
（
公
財
）群
馬
県
交
通
安
全
協
会

女
性
部
大
会
の
開
催

「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」を
合
い
言
葉
に
、女
性
部
の
特
性
を
活
か
し
た

交
通
安
全
活
動
を
推
進

冬の県民交通安全運動実施結果 ～県警察本部交通部交通企画課統計～

　12月１日（金）から10日（日）までの10日間「急いでる　焦る気持ちが　事故を呼ぶ」をスローガンに冬の県民交通安全
運動が実施されました。
　期間中の交通人身事故発生件数は、発生件数及び死者数は２人で前年より減少しましたが、負傷者数は前年と同じ数でした。

１　交通人身事故発生状況（速報値）
　　発生件数　290件（前年比 －17件）
　　死 者 数　　２人（前年比 － １人）
　　負傷者数　362人（前年比 ± ０人）
　　※死者２人  80歳代（女性～歩行中）・40歳代（男性～四輪運転中）

２　運動重点の事故状況
（1）こどもの関係した事故 ９件 （前年比 － ５件）
　（2）高齢者の関係した事故 120件 （前年比 ＋ ６件）
　（3）歩行者の関係した事故 37件 （前年比 ＋ １件）
　（4）自転車の関係した事故 64件 （前年比 ＋ ３件）

会場風景

地区交通安全事例発表・講演

荒船県警
交通部長

町田理事長

佐々木県土整備
部道路管理課長

塚田久代
女性部長

主
催
者
挨
拶

来
賓
挨
拶

　

一
一
月
二
八
日（
火
）、
安

協
ビ
ル
四
階
会
議
室
に
お
い

て
、
各
地
区
安
協
事
務
局
長

等
の
出
席
に
よ
り
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
生
方
県
安

協
専
務
理
事
の
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
、
講
師
の
社
会
保
険

労
務
士
栗
田
匡
昭
氏
に
よ
る

「
適
切
な
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
受
講
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
担
当
者

等
か
ら
当
面
の
群
馬
県
交
通

安
全
協
会
の
業
務
運
営
に
向

け
て
必
要
な
指
示
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、質
疑
応
答
が
あ
り
、

滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

一
一
月
四
日（
土
）、
群
馬
県
総

合
交
通
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県

交
通
安
全
協
会
と
県
老
人
施
設
協

議
会
と
の
合
同
に
よ
る
介
護
施
設

ド
ラ
イ
バ
ー
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
警
運
転
免
許
課
運

転
技
能
試
験
官
に
よ
る
運
転
指
導

の
ほ
か
、当
協
会
の「
ふ
れ
あ
い
号
」

に
よ
る
運
転
適
性
検
査
、
運
転
席

か
ら
の
死
角
の
確
認
、
発
煙
筒
着

火
方
法
等
に
つ
い
て
講
習
を
行
い

ま
し
た
。

各
地
区
安
協
事
務

局
長
会
議
の
開
催

会　議　風　景

講
習
指
導
状
況

介
護
施
設
送
迎
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
す
る

講
習
会
の
開
催
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エ
フ
エ
ム
群
馬
賞

群
馬
テ
レ
ビ
賞

上
毛
新
聞
社
賞

鈴
木　

紗
代
（
渋　

川
）

群
馬
県
警
察
本
部
長
賞

上
原　

絵
奈　
（
安　

中
）

野
村　

奏
心
（
太　

田
）

群馬県知事賞

撮影者　宮野　朝人（渋　川）

上毛新聞社賞

撮影者　田中　憲一　（館　林）　

群馬県警察本部長賞

撮影者　椎原　一彦（沼　田）

撮影者　野口　 瞳　（富　岡）

群馬テレビ賞

群馬県交通安全協会理事長賞

撮影者　本澤　一秋　（明　和） 

エフエム群馬賞

撮影者　山賀　 靖　（前　橋）

群
馬
県
知
事
賞

群
馬
県
教
育
長
賞 蛭

川　

結
愛
（
前　

橋
）

群
馬
県
交
通
安
全
協
会
理
事
長
賞

木
村　

和
雄
（
高　

崎
）

河
野
真
由
子
（
高　

崎
）

写真・ポスター展示場所
群馬県前橋市元総社町80-14　（公財）群馬県交通安全協会　安協ビル２階　掲示板

（敬称略）

（敬称略）

第42回　交通安全写真コンクール入賞作品の紹介

第13回　高齢者交通事故防止ポスターコンクール入賞作品の紹介

川
島　

一
花
（
高　

崎
）



発
行
　（
公
財
）
群
馬
県
交
通
安
全
協
会

／
群
馬
県
交
通
安
全
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
371-0846　

前
橋
市
元
総
社
町
80-14　

TEL027‐
252 -0251（

代
）
FA
X027 -253 -9481

http://w
w
w
.gunm

a-ankyo.or.jp/

4

交通安全協会では、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。交通安全協会へのご入会をお願いいたします。

各地区の交通安全活動

交通安全だるま清掃 交通安全運動出動式

前橋東

飲酒運転根絶啓発

前　橋

安　中 富　岡 藤　岡

高　崎

2024.２
 第
350号

交通安全運動街頭指導 交通安全運動街頭指導 桜山まつり交通安全啓発

交通安全啓発運動

大　泉

自転車マナーアップ及び
寄贈反射材の贈呈

交通安全街頭指導スタック渋滞解消キャンペーン

太　田

吾　妻西吾妻

交通安全街頭指導

交通安全運動街頭指導

伊勢崎

沼　田

桐　生 館　林渋　川

交通安全街頭指導 優良運転者等表彰式 交通安全フェスティバル


